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〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
号

司
法
修
習
生
の
修
習
給
付
金
の
給
付
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
四
日

最
高
裁
判
所

司
法
修
習
生
の
修
習
給
付
金
の
給
付
に
関
す
る
規
則

（
基
本
給
付
金
及
び
住
居
給
付
金
の
支
給
）

第
一
条

基
本
給
付
金
（
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
十
七
条
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
基
本
給
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
住
居
給
付
金
（
同
項
に
規
定
す
る
住
居
給
付
金
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）は
、
給
付
期
間
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
修
習
の
た
め
通
常
必
要
な
期
間
と
し
て
最
高
裁
判
所

が
定
め
る
期
間
（
以
下
「
通
常
修
習
期
間
」
と
い
う
。）を
そ
の
開
始
の
日
（
以
下
「
開
始
日
」
と
い
う
。）又
は
各
月

に
お
い
て
開
始
日
に
応
当
す
る
通
常
修
習
期
間
内
の
日
（
開
始
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月

の
末
日
）
か
ら
各
翌
月
の
開
始
日
に
応
当
す
る
日
（
開
始
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末

日
）
の
前
日
（
当
該
前
日
が
通
常
修
習
期
間
内
に
な
い
と
き
は
、
通
常
修
習
期
間
の
末
日
）
ま
で
の
各
期
間
に
区
分

し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
区
分
に
よ
る
一
の
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）ご
と
に
支
給
す
る
。

（
基
本
給
付
金
の
額
）

第
二
条

基
本
給
付
金
の
額
は
、
一
の
給
付
期
間
に
つ
き
十
三
万
五
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
通
常
修
習
期
間
の
末
日

の
属
す
る
給
付
期
間
の
基
本
給
付
金
の
額
は
、
当
該
給
付
期
間
に
そ
の
末
日
の
翌
日
か
ら
次
の
開
始
日
に
応
当
す
る

日
（
開
始
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末
日
。
以
下
同
じ
。）の
前
日
ま
で
の
期
間
を
加
え

た
期
間
の
現
日
数
を
基
礎
と
し
て
、
日
割
り
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
を
含
む
給
付
期
間
の
基
本
給
付
金
の
額
は
、
当
該
給
付
期
間
（
通
常
修
習
期
間
の
末
日

の
属
す
る
給
付
期
間
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
給
付
期
間
に
そ
の
末
日
の
翌
日
か
ら
次
の
開
始
日
に
応
当
す
る
日

の
前
日
ま
で
の
期
間
を
加
え
た
期
間
）
の
現
日
数
を
基
礎
と
し
て
、
日
割
り
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

一

司
法
修
習
生
と
し
て
の
身
分
を
保
有
し
な
い
期
間
（
給
付
期
間
の
中
途
に
お
い
て
法
第
六
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
罷
免
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
罷
免
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
当
該
給
付
期
間
の
末
日
ま

で
の
期
間
又
は
給
付
期
間
の
中
途
に
お
い
て
再
び
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
給
付
期
間
の
初
日
か
ら
再
び

採
用
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
第
四
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）

二

法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
修
習
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
た
期
間
（
第
四
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て

「
修
習
停
止
期
間
」
と
い
う
。）

３

司
法
修
習
生
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
給
付
期
間
ま
で
基
本
給
付
金
を
支
給
し
、
当
該

給
付
期
間
の
基
本
給
付
金
の
額
は
、
前
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
額
と
す
る
。

（
基
本
給
付
金
の
支
給
の
方
法
）

第
三
条

基
本
給
付
金
は
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
日
に
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
支
給
す
る
。

（
住
居
給
付
金
の
額
等
）

第
四
条

法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
場
合
は
、
司
法
修
習
生
の
配
偶
者
（
婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、

父
母
又
は
配
偶
者
の
父
母
が
所
有
し
、
又
は
借
り
受
け
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
及
び
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
ら
に
準
ず

る
と
認
め
る
住
宅
の
全
部
又
は
一
部
を
司
法
修
習
生
が
借
り
受
け
て
当
該
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
場
合
と
す
る
。

２

住
居
給
付
金
の
額
は
、
一
の
給
付
期
間
に
つ
き
三
万
五
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
通
常
修
習
期
間
の
末
日
の
属
す

る
給
付
期
間
の
住
居
給
付
金
の
額
は
、
当
該
給
付
期
間
に
そ
の
末
日
の
翌
日
か
ら
次
の
開
始
日
に
応
当
す
る
日
の
前

日
ま
で
の
期
間
を
加
え
た
期
間
の
現
日
数
を
基
礎
と
し
て
、
日
割
り
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
を
含
む
給
付
期
間
の
住
居
給
付
金
の
額
は
、
当
該
給
付
期
間
（
通
常
修
習
期
間
の
末
日

の
属
す
る
給
付
期
間
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
給
付
期
間
に
そ
の
末
日
の
翌
日
か
ら
次
の
開
始
日
に
応
当
す
る
日

の
前
日
ま
で
の
期
間
を
加
え
た
期
間
）
の
現
日
数
を
基
礎
と
し
て
、
日
割
り
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

一

司
法
修
習
生
と
し
て
の
身
分
を
保
有
し
な
い
期
間

二

修
習
停
止
期
間
（
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
期
間
に
該
当
す
る
期
間
を
除
く
。）

〔
最
高
裁
規
則
〕

〇
司
法
修
習
生
の
修
習
給
付
金
の
給
付
に
関

す
る
規
則
（
最
高
裁
三
）

〇
司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
及
び
司
法
修

習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
同
四
）

〔
告

示
〕

〇
中
華
人
民
共
和
国
（
香
港
地
域
及
び
マ
カ

オ
地
域
を
除
く
。）産
高
重
合
度
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
関
税
定

率
法
第
八
条
第
八
項
及
び
第
九
項
に
規
定

す
る
事
実
を
推
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

件
（
財
務
二
一
五
）

〇
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
七
三
一
〜
七
三
五
）

〇
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七

十
二
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
七
三
六
）

〇
国
土
交
通
大
臣
が
講
習
の
実
施
機
関
を
認

定
す
る
件
（
同
七
三
七
、
七
三
八
）

〇
国
土
交
通
大
臣
が
適
性
診
断
の
実
施
機
関

を
認
定
す
る
件
（
同
七
三
九
、
七
四
〇
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
九
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
四
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
国
地
方
整
備
局
六
四
、
六
五
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣
府

金
融
庁

復
興
庁

財
務
省

農

林
水
産
省

林
野
庁

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
司
法
書
士
懲
戒
処
分
、
建
設
業
の

許
可
の
取
消
処
分
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

平
成
二
十
八
年
度
国
土
交
通
省
共
済
組
合

の
決
算
、
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
役

員
の
任
命
、
公
立
学
校
共
済
組
合
役
員
の

退
職
及
び
就
職
関
係

会
社
そ
の
他


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